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第12回講座 講師講評の流れ:

1.見習いたいポイント１：ゴール中心の単元計画
2.見習いたいポイント２：Visual aidsの活用
3.見習いたいポイント３：中間指導の活用
4.見習いたいポイント４：児童と協働で作る授業
5.より良い授業のための提案１：評価規準は領域ごとに作成
6.より良い授業のための提案２：記録に残す評価を中心に記載
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見習いたいポイント１：
ゴール中心の単元計画

国立教育政策研究所

• 単元末のゴールが明確である。
• 単元末ゴールに向かって第1時間

目から第9時間目まで有機的に関
連している。

バックワード・デザイン
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見習いたいポイント2：Visual Aidsの活用

• 黒板を中心に単語や表現、
写真が適切に提示されて
ある。

• 児童がコミュニケーショ
ン活動中にすぐに頼りに
できる。

• 必要なインプットに効果
的に何度も出会える。
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見習いたいポイント3：中間指導の活用
• 1回目の言語活動後に一度引き

取って、児童が言えなかったこ
とをクラス全体で共有して、ク
ラス全体の学びとする。

• この中間指導は、「足場かけ」
の場面となり、子どもが1人で

はできない領域にある課題で
あっても、他者の助けがあれば
到達可能となる（社会文化理論
のZPD）。

• 1回目はAペア、2回目はBペアなどと
ペアを替えて、再度言語活動を行う。 5



• Teacher-centered ⇒
Student-centered teaching

• 今日のAimを書く場合も、あ
る児童の「圧倒的に」や”Is 
that so?”という言葉を拾って
作成した。

見習いたいポイント4：児童と協働で作る授業

• “Is that so?”の目標回数も児
童と一緒に決めた。

• 教師が一方的に作成して提示
するのではなく、児童の言葉
を引き出しながら、協働で作
成している。
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より良い授業のための提案1：評価規準は領域ごとに作成
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単元の評価規準作成のポイント
• 「単元の目標」を踏まえて「内容のまとまりごとの評
価規準」を作成する。

• 「内容のまとまりとは、五つの領域（「聞くこと」「読
むこと」「話すこと〔やり取り〕」「話すこと〔発表〕」
「書くこと」である。

• 「五つの領域ごと」に３観点で記述する。
（国立教育政策研究所, p.38）
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https://support.office.com/ja-JP/article/edit-your-school-presentation-44445997-6769-4d44-8b30-f9e3050adbfb?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP
https://support.office.com/ja-JP/article/edit-your-school-presentation-44445997-6769-4d44-8b30-f9e3050adbfb?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP
https://support.office.com/ja-JP/article/edit-your-school-presentation-44445997-6769-4d44-8b30-f9e3050adbfb?ui=ja-JP&rs=ja-JP&ad=JP


より良い授業のための提案1：評価規準は領域ごとに作成

国立教育政策研究所, p.45

5年生
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より良い授業のための提案2：
記録に残す評価を中心に記載

1. 右の計画では、評価の観点が毎時
間記載されているが、毎時間記録に
残す評価を行っているのか？

2. 第9時のパフォーマンステストとはどの
ような内容？また、どの領域を評価
するのか、話すこと「やり取り」と書くこ
との２領域両方が対象？

 単元計画には、記録に残す評価の
場面を、いつ、どのように、どの観点を
評価するのかを明確にして記す。
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2種類の評価

指導のための評価

• 日々の授業の中で児童の学習状
況を適宜把握して指導の改善に生
かすための評価。

• 「形成的評価」ともいう。

記録に残す評価

• 学期末に児童の学習の成果に対し
て一定の判断を下すための材料と
する評価。

• 「総括的評価」ともいう。
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より良い授業のための提案2：
記録に残す評価を中心に記載

• 指導のための評価は、単元の
指導と評価計画には特に記
載する必要はない。

国立教育政策研究所, p.59

• 児童の学習状況を見取りたい
特別なポイントがある場合は、
単元計画ではなく、本時の指
導案の備考欄等（評価規準
等）に記す。
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より良い授業のための提案2：
記録に残す評価を中心に記載

• 記録に残すための評価では、
以下の3点を明示する。
①評価方法
②評価する領域
③評価の観点

国立教育政策研究所, p.61

• さらに評価規準を記すとより
分かりやすい。
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Thank you for participating.
I hope you enjoy teaching English.
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